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With the number of undergraduate & graduate students increasing. The city in China had to provide basic 
social service which the government has promised. Ant tribe settle for a poverty-level existence and separated 
in a city. The situation of Ant tribe made the social public service hard to access to every people. The situation 
become critical, without the support Ant tribe are hardly to find a good job or start their own business. This 
project is about to make a facility where the Ant tribes can easily access to social public service and give a 
good start to their own business or their career. 
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１． 蟻族 
 蟻族は、中国の都市部に生活する安定的な職を得られな
い大卒者集団である。 
 多くは、低賃金の非正規労働で生計を立てながら、都市
郊外（多くは「城中村」（都市の中の村）と呼ばれる農民
工の居住地区にある）安アパートの一室に 6、7 名でルー
ム・シェアをして群れるように暮らしている。主に 1980
年以後生まれの卒業生（22歳～29歳）、収入は 1000～2500
元（15000～40000円）。 
 1990年代後半以降、政府は「高等教育の大衆化」を目指
し、大学入学枠を大幅に拡大した。その一方で、企業は即
戦力を採用したがる傾向があり、新卒者を時間をかけて育
てあげるという余裕はない。こうしたミスマッチの結果、
就職できなかった大卒者は、2007 年には 100 万人、2008
年には 150万人、2009年には 80万人に上る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 大学卒業者数の推移（万人） 
 １年前より 20万人増えた。2001年には 1225校だった中
国の大学数は 11年には 2409校に倍増した。「大卒」の学
歴を持つ人は、15年まで毎年３％ずつ増やしていた。 
 今年 4月の時点で卒業予定の大学生のうち、就職が決ま
った大学生はわずか 35％で、大学院生はさらに悪い 26％
であった。 
 この「蟻族」の数は、北京市内だけでも約数 10 万人、
上海、広州、杭州、武漢、西安などの大都市にも「蟻族」
の集住する「村」が形成されており、その規模は全国で 100
万人以上に達すると言われる。 
  “蚁族”は一般的に大卒である。職種も一応“白领”
に分類されるホワイトカラーが主体であり、ごく普通の一
般大衆であることを意味する。 
 「集団生活」で行動している。北京や上海などの大都市
部では不動産価格が高騰している共に、賃貸価格も高騰し
ており、大学を出たばかりの若者にとってはかなり厳しい
価格帯に到達している。住居費を抑えるため、ルームシェ
アを行う。 
 
２． 都市（南京）の現状 
（１）乏しい生活 
近年、南京の発展と共に都市の人口が増えていく。特に
金融やサービス業が数多くの労働力を要求し、人はもっと
金を稼ぐように農村区域から都市に移動していた。それて、
都市の人口が毎年上昇し、臨界状態に達した。近年大卒者
は主に都市に残り、バイトしながら、自分の社会進出を準
備していた。給料が少ない一方で、基本生活費と同じでし
た。部屋が持っていないため、レンタルハウスの費用もか
かります。それて、実際に自由に使えるお金が極めて少な
い。人脈づくりや生活を維持することが難しいである。 
（２）激し競争（仕事や住む場所） 
南京には 18 所大学がある。平均的に一つ大学の年間卒
業生は 3,500人前後である。その中に 1000-1500人は南京
出身で、また自分都市に戻る人また南京に部屋を購入でき
る人は 100-200人。そこで、今回の対象としては一つ大学
に 1800-2000人である。南京の蟻族は毎年 40000人で増や
していると予測される。 
（３）敷地 
敷地は南京南方向の江寧（こうねい）である。 
地下鉄１号線 CPU 中国薬科大学南延線を乗れば、45 分
で南京に着きます。周辺の学校数は６所であり、年間卒業
生は約 12,000 人。 
敷地は地下鉄沿線にある。地下鉄の東方向の先に 3 つの
学校があります。時間は約 20 分ぐらい。西南方面には一
般道路によて 2 つの学校と繋がる。周りに工場や商業区域
が西方面にある。道の向こう側の南方向は高級住宅地であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 敷地周辺区域分析 
 
３． 大卒者に向けた住宅 
（１）利便性 
若い人の特徴に適合な住所を作る 
a) 機能全備の生活居住空間を造る。 
b) 各生活ユニットが独立して、若い世代の居住者のキ
ャラクターや特別な生活方法を尊重する。 
c) 全生活区域に政府に要求された基本的生活設備を
配置する、居住者の生活の利便性を保障する。 
d) 社会福祉サービスの保障。 
良いコミュニケーションの空間を造る 
a) 各居住空間ユニットにコミュニケーション用の公
共空間を充分配置すること。 
b) 全生活区域に適度な文化、体育、休憩空間などの施
設を合理的に配置すること。 
c) 若い世代の生活や仕事を順調に展開するための社
会と交流する施設を配置すること。 
（２）経済 
a) このプロジェクトを国家保障的住宅工程になり、土
地は政府から貰った土地（国家的なある項目用の専
門土地の利用権）を利用する。最大限のコストダウ
ンを守ること（一般売買用住宅ではなく、定価レン
タルハウスとして提供する）。 
b) 全項目を国家の都市公共施設の建設標準を基準と
して、室内、公共施設また智能化管理システムを顧
慮して建物を設計すること。 
c) 社会に基本的なサービス業務（コンビニエンススト
ア、飲食店などの生活施設）を提供する。 
d) 社会福祉サービスセンターを配置する。政府公共サ
ービスを居住者に直接にアクセスできること。 
e) 智能化管理システムの利用、全建築物のエネルギ
ーの利用率を高めること、また各資源を有効に利用
すること。 
 
４． エレメントの抽出 
 全プロジェクトは古い都市の街道の配置方法や昔の住
宅の庭を中心として設計した。 
 中国の都市の住宅は南北によって作り方や配置方が違
います。北方面は四合院（しごういん）を代表として有名
である。南方向は土楼（どろう）である。二つの建築物の
外観に大きな違いがある。中庭の中心配置は同じであった。
中庭によって中の部屋が外の道と繋がっている。また、中
の部屋も均一に中庭を利用するようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 四合院の中通路分析 
 
伝統的な四合院集落が一つの通路によって繋がり、また
通路によって内回廊に繋がっている。 
図４ 四合院集落 
25 
  
 
 
 
図 5 四合院集落配置分析 
 
 今回のコンセプトとして一般的な集落の集め方ではな
く、中庭を抽出し建物の中心として配置します。内回廊と
外部通路と繋がり、内部の部屋は回廊により空間を平均的
に共用する。中庭を共有空間と認識されて、全部の部屋は
回廊沿いに自由に並べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 垂直配置分析図 
 
５． 構造＆構成分析 
 全体的にボックスの形でできている。太陽光を建築に誘
うため、一定体積の空間に中庭を配置する。また日射量を
増やすために建築の外形は日射射線と近い斜線になった。
斜面の大面積日射量が多い特徴を用いて、建築全体を幾つ
の独立区域に分解した。そこで、前後の建築物をずらすし
て、前方の建築の影を避ける、最大限の日射量を受ける配
置方法にした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 日射分析図 
 
６． ボリュームやブレークダウン 
このコンセプトとしてできる限り周辺の大学の卒業生
を住めるように設計した。この要求を満足するには大きな
ボリュウームが想像された。人に重いと中が暗いイメージ
を与えられた。そのため建築が縦と横の四つの軸線により
九つの住宅棟に分けられた。軸線と並びに四つの裏道路が
南北と東西に繋げていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 縦と横動線分析 
 
 縦と横軸線により四つの節点ができた。各接点を中心と
して周辺の住宅区域をセットバックして、中広場を作る。 
 四つの中庭を通て裏通路を作る。外の向くスベースが商
業区域（商店街、ショッピングカートなど）として使う、
その代わりに裏通路に繋がった区域は社会福祉サービス
エーリア（情報センター、就職活動センター）と公共サー
ビスエーリア（会場、会議室など）として使うこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 節点の構成図 
 
７． 周囲との関係 
 
建築の造形によ中にいる人で視線が一定の方向に定め
られた、建築の周辺に植物を植えて、この地域の休憩空間
として人をもっと集めるよう 
にした。北方面の工場や西方面の政府機関の建物の関係
性を弱くなって、逆に南方向の道路や駅の連結性を強がる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 視点や視線方向分析 
 
８． ECO & 垂直緑化工事 
建築の造形によ中にいる人で視線が一定の方向に定め
られた、建築の周辺に植物を植えて、この地域の休憩空間
として人をもっと集めるようにした。北方面の工場や西方
面の政府機関の建物の関係性を弱くなって、逆に南方向の
道路や駅の連結性を強がる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11 外装緑化工事詳細図 
 
外装緑化により建築の九つの住宅棟を一体化し、全体的
に緑の庭園のイメージをする。この建築に住んでいる蟻族
だけではなく、周りの住民も集めるように休憩空間を作る
こと。 
中庭を用いるため、建築物の内部空間の日照や通風が高
めた。屋上庭園と建築物の垂直緑化工事により、建築物が
省エネルギーになって、建築周辺の空気が清浄され、ノイ
ズが除去された。外装緑化工事により雨水を集め、水を貯
蔵し、水資源の利用率を高めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 12 建築の環境循環予想図 
 
このプロジェクトは一つローコストレンタルハウスだ
けではなく、現在中国政府は蟻族（大学卒業者）に注目し
始めた。沢山の解決案と政策が出していた。その代わりに
各都市自体の特有な問題（人的、経済的、地域文化的）が
ありまして、政策が順調に遂行できない場がある。 
この建築が住む場所の提供をベースとして、多くの政策
の対象者を集め、この人たちに社会福祉サービスを効率的
に利用することを目標として考えた。 
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